
１．子どもの数（１５歳未満人口）も割合も過去最低
　平成１９年４月１日現在、全国の子どもの数（１５歳未満人口。以下同じ）は１，７３８万人で、過去最低を更新しました。
　沖縄県の子どもの数は平成１８年１０月１日現在、２５１千人で、こちらも減少傾向にあります。
　全国の子どもの割合は平成１９年４月１日現在、１３．６％で、昭和５０年から３３年連続して低下しています。
　沖縄県の子どもの割合は平成１８年１０月１日現在、１８．４％で、過去最低を更新しました。

※1）2005年までは国勢調査人口,2006・2007年は推計人口  ※2）1947年国勢調査の沖縄県の数値はありません。

２．子どもの割合は沖縄県が最も高く、東京都が最も低い
　都道府県別に子どもの割合（平成１８年１０月１日現在）をみると、沖縄県が18.4%と最も高く、東京都が11.6%と最も低く
なっています。
　また、諸外国と比べると日本は子どもの割合が低いことがわかります。

我が国の子どもの数　～「こどもの日」にちなんで～
～統計トピックス～

平成１９年５月４日総務省発表資料から

図１　子どもの数及び割合（全国）
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図１－２　子どもの数及び割合（沖縄県）
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